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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本フルオロカー

ボン協会（JFMA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改

正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工業規格であ

る。これによって，JIS K 1560:1994 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 K 1560：2018 
 

1,1,1,2-テトラフルオロエタン（HFC-134a） 

1,1,1,2-Tetrafluoroethane (HFC-134a) 

CH2FCF3 FW：102.03 
1 適用範囲 

この規格は，自動車空調装置用サービス缶及びエアゾール缶を除く工業用の 1,1,1,2-テトラフルオロエタ

ン（HFC-134a）について規定する。 

この規格で使用する圧力値は，全てゲージ圧力とする。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，記載の年の版を適用し，その後の改正版（追補を含む。）は適用しない。 

JIS B 7505-1:2017 アネロイド型圧力計－第 1 部：ブルドン管圧力計 

JIS K 0050:2011 化学分析方法通則 

JIS K 0068:2001 化学製品の水分測定方法 

JIS K 0114:2012 ガスクロマトグラフィー通則 

JIS K 8001:2017 試薬試験方法通則 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS B 7505-1:2017，JIS K 0050:2011，JIS K 0068:2001，JIS K 

0114:2012 及び JIS K 8001:2017 による。 

 

4 品質 

4.1 工業用品質 

工業用の 1,1,1,2-テトラフルオロエタン（HFC-134a）の品質は，箇条 5 によって試験したとき，表 1 の

規定に適合しなければならない。 

4.2 冷媒用品質 

冷媒用の 1,1,1,2-テトラフルオロエタン（HFC-134a）の品質は，箇条 5 によって試験したとき，表 1 の

規定に適合しなければならない。 

 


